
昭和49年11月20日

区のお知らせ
第336 号( 1)

足立区
足立区 千 住一丁目50
( 882) 1111

編集・発行/ 足立区役所

高齢者無料職業相談高齢者に向く仕事の求人・求職
についてのご相談がありましたら
お申出ください。社会福祉協議会
の専門相談員がおうけします。
相談日は、毎月第4 火曜日( 12
月も実施) 午前10時~午後3 時、
区役所1 階の区民相談室です。

健 全 の 家

神
明
南
町
に
完
成
・
移
転
な
る

子供の心にともしびを

みなさん、区内の「
健全の家」という施般をご存じで
すか
。家庭の
特殊な事情により、あたたかい

親の愛情から見放されている、恵まれない児
童を対象に、
親にかわ
'。て区
が養育を行ってい
る、都内

で
も例を見
ない施設で
す。この
施設
が、新し
く神明南町八八番地に完
成し、今月二十三日に
、こ
れま

での中央本町一
丁目から
移転します。

現在の「
健全の家」は、昭和三

十三年、足立区
が家庭的に不
遇な

子
供を養育する施設として
、岡道

四号線際に開設しました。

それから十
六年、約九十人の子

供達が社会に巣立って
、そのユニ

ー
クな還営と成果が各方面から注

目されて、テレ
ビ・
新聞で報遭さ

れたこ
とを
のりました。

しかし、建物が老朽化し、周辺

の環境が激変したこ
とと、また鵐

物が手
ぜまで、こ
れ以
上子
供を受

入
れるこ
とができないため、足立

区の長期基本計画にくみ入れて、

新しい施設を造ったもので
す。

施設の内容
と規模

移転後の旧
施設は廃止
されます

が、新しく完
成した「
健全の家」

は、つ
きのよ
うに広い敷地に、図

書室、工
作室、保健室なども整っ

ています。
これにより、定員も三十六名と

倍になりまし
た。

また、同
時に保母寮が設けられ

たので、養護面で
さらに、向上か

期待されます。

敷
地―
三
二
八
七
平
方
メ
ー
ト
ル

寮
室
―
十
二
室
(
三
人
用
)

図
書
室
、
工
作
室
、
保
健
室
、
作
業
室
、

食
堂
、
浴
室
、
事
務
室
―
各
一
室

宿
直
室
、
保
母
寮
―
十
室
(
一
人
用
)

「健全の家
」
の目的

区内の
、家庭的な肉親の愛情に

恵まれない児童生徒を受入れて
、

あたたかい生酒環境をあたえ
、し

つけ
をほ
どこ
す施設で
す
。義務教

育を終えて
。社会人として自立て

きる精神を養うことか目
的です
。

入寮のきまり

入寮資格は
、
H足立区
内の小中

学生に限られ
、両親または片親
が

ない
とか
、親のひ
どい放任や仕打

の
ため
、家庭に安住で
きない
者
。

目そのため登校が思うに
ま
か
せ

ず
、義務教育を終了できない
もの

などが対象となり
ます
。

『健全の家
』は
、児童の
性格や

日
篇の生盾態度を正しくなおすた

めの目的で
は入
寮できないことに

なっています
。

また
、ただ経済的に困
窮してい

るからという
。理由
だけで
も入
寮

の
対象になりません
。

その他
、足立区立
学寮条例など

で
、細か
く定めてい
ます
。入
寮に

あたっては
、在籍する学校長が調

査書を添えて
、推せんしたものに

ついて
、さらに足立区児重生徒・

健全生酒
指
4委貝会の学寮特別委

員会が審査し
、入寮を決
定します
。

このよ
うな恵まれない
子
供
達

は
、まだ区内に相当
敷いるとい
わ

れてい
ますが
、新施設の完成によ

って収
容力
も倍増し
、地方公
共団

体の
施股
として
は
、きわめて
特興

な
i
全の家
」の
、今後の成果が

期待されています
。

健全の家
見 取 図

保木間保育園を近く開設

―
十
二
月
上
旬
・
園
児
を
募
集
―

現
在
、
区
立
保
宵
園
は
四
十
六
か
所
あ
り
ま
す
が
、
四
十
七
番
月
の
保
木
閧

保
育
園
が
、
溯
江
土
地
区
画
整
理
組
合
施
行
地
仮
番
百
十
六
ブ
ロ
y
ク
。
(
溯

江第一
小学校西隣り
)に近く完成

します
。
(収容人員百五十名
)

そこで
、来年二月の開園に先
が

けて
、保育園児を左記により募集

します
。入園を希里
される方は
、

次の要領によりお申込み
く
だ
さ

い
。

申
込
み
期
間
―
十
二
月
二
日
(
月
)
か
ら
十
四
日
(
土
)
ま
で

申
込
み
場
所
―
お
住
ま
い
を
管
轄
す
る
福
祉
事
務
所
へ
ど
う
ぞ

◇足
立福祉事務所・
千住棍町一一一

一
五
、
　八八八
-三一四一

◇
中
部
福
祉
事
務
所
・
関
原
二
丁
目
一
〇

j一
〇
、
　八八九
-一四八一

◇中部福祉事務所分室・
竹の
章二

丁
目二五一
一
七
(篳十六出張所

内
)
　八八三
-六八〇〇

◇東部福祉募務所・
東綾瀬一
丁
目

五
-一
七
、
　六〇五
-七
―○五

◇西
部福祉事務所・
鹿浜二丁
目二

四一
二
、
　八九七
-五〇一一

持
参
す
る
も
の

◇昭和四十八年度特別区民税額の

わかるもの
(課税証明
I、特別

徴収通知書
、納税通知書のい
ず

れか
)

◇昭和四十八年分所得税額のわか

るもの
(課税証明書
、源
泉徴収

禀
、納税
通知一
のい
ずれか
)

◇昭和四
十八年度固
定賢産税の
わ

かるもの
(土・
家屋
をお持ちの

かたのみ
)

◇印かん東京都保母
試験の実施

受験資格一
次のい
ずれかに
該当す

る女性

◇高卒以上またはこ
れと同
等と認

定される方

◇濟十八
歳から三年以上
、児重福

祉施設で児童の保寢に従募した

万◇その
他
、知事が適当と認める方

試
験
月
日
-
昭
和
五
十
年
一
月
九
日
・
十
日

願
書
受
付
-
持
参
は
十
一
月
二
十
八
日
～
十
二
月
―
百
、
午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
四
時
三
十
分
(
土
昭
日
は
午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で
)
、
郵
送
は

十
一
月
十
九
臼
～
一
十
六
日
ま
で
の
消
印
で
民
生
局
児
童
鰌
保
育
課
(
千

代田区丸の内
=
T八
-一
)へ

くわし
くは
、民生局児
童紡保育

課
、
　ニ
ーニー五一一一
内線三
八

五五へ
お問い合わせください
。

自転車置き場の計画すすむ

最近の自転車ブームで
、自転車

利用
者が著しく増加して
います
。

し
かし
。置き鳩か
ないため
、駅

周辺の
歩道には放置
された自転車

があふ
れています
。

こ
れらの
問題を解決し
、利用者

の
便を図るため
、区で
はすでに
、

オー
プンした綾瀬駅自転車一
き場

の
ほか、次の
とおり東武沿線各駅

の
周辺に、自転車一
き場をつ
くる

予定で準備してい
ます。しばら
く

匍まちください。

計画の概要

◇五反野駅改札口から、小菅駅寄

り百メート
ルの
高架下
(収容台

数七百五十台
)年内完成予定

◇竹の塚駅から百五十メートルの

グリ
ーン・ベルト
地帯
(約千二百

台収容
)年内完成予
定

ま
た
、
梅
島
駅
に
つ
い
て
は
、
来
年
三
月
ま
で
に
う
く
る
予
定
で
す
。

そのほ
か
。西新井・
環七下の一

き場が
、都・
第一
(建股事務所によ

ってつ
くられる予定です
(収容台

歉約七百
台
)年内完成予
定

これらの
自転車置き場をつ
くる

にあたり
、周辺の方々
には
、いろ

いろと
ご迷惑をおかけしますが
、

よろしくご協力をお願いします
。

な
お
、
す
で
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
綾
瀬
駅
自
転
車
置
き
楊
に
は
、
今
度
ラ
y

ク
(自転車
置
き
台
)がつ
くら

れ
、さらに盤備されます
。

こ
れで
、自転車の出し入れもス

ふ
Iズに
なるでしょう
。設置工
事

中は
、利用者にご不
便をかけ
ます

か
、よろしくご協力
ください
。

千住宿を探訪
する会に参加を

―史跡標柱建立記念―

十月二十日号で
お知らせした

とおり
、区内の
史跡
、旧跡十五

か所に碑石
、標柱を建立したこ

とを記念して
、次により千住霍

を探訪する会を開催します
。ふ

るって
ご参加ください
。

日
時
―
十
一
月
三
十
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
(
小
雨
決
行
)

集
合
場
所
-
区
役
所
正
面
玄
関
前

コ
ー
ス
―
区
役
所
↓
千
住
大
橋
公
園
(
芭
蕉
記
念
碑
)
↓
旧
道
沿
標
柱

建立か所↓千住五丁目

案
内
―
足
立
史
談
会 主

催
―
区
教
育
委
員
会
、
足
立
史
岐
会

なお
、当日
ご希望の方に資料

(史談会発行
)を五十円で頒布

します
。

(
写
真
は
、
旧
週
沿
に
六
方
石
で
鏤
て
ら
れ
た
問
屋
場
跡
の
標
柱
)

二十三区
だより

ラジオ広報始まる

都内二十三区
ごとの身近な

情報が
、十一
月下
旬から
T
B
S

ラ
ジオで紹介されます
。

月
曜
～
金
曜
ま
で
の
午
前
十
二
時
五
十
五
分
か
ら
約
一
分
間
、
各

区のニュー
スを皆さんの家庭

や職場にお硫しし
ます。

約一ヵ
月で二
十三区
が一
巡

し、地元足立区の
第一
回目は

十一
月二十一
日の
予定です。

11月のセンター・児童館・老人館だより
□
東都区民福祉セン
タ
ー
　六〇五一
七
】〇
】

■
老
人
健
康
相
談
-
十
一
月
二
十
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
■
あ
み
も
の
教
室
-
十
一
月
二
十
六
日
(
火
)
午
後
一
時
・
・
・
材
料
費
千

円
■
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
ろ
う
匚
十
二
月
七
日
(
土
)
午
後
一
時
・
・
・
材
料
費
七
百
円
■
母
子
で
コ
ー
ラ
ス
を
匚
十
一
月
二
十
四

日
〈日
)午前十時

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
八
九
一
四
六
六
一

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
―
十
一
月
二
十
四
日
(
日
)
午
前
十
時
■
子
ど
も
映
画
会
一
十
一
月
三
十
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
■
老
人

民
謡
教
室
一
十
一
月
二
十
七
日
(
水
)
午
後
二
時
■
老
人
茶
道
教
室
―
十
一
月
二
十
一
日
(
木
)
午
後
一
時
■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
―

十一月二十七日
(水
)午後三時

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
九
七
1
五
〇
一
六

■
老
人
民
謡
教
室
―
十
一
月
二
十
六
日
(
火
)
午
後
二
時
■
児
童
映
画
会
-
十
一
月
二
十
四
日
(
日
)
午
後
二
時
三
十
分
■
紙
ひ
も

工
作
-
十
二
月
一
日
(
日
)
午
前
十
時
■
レ
コ
ー
ド
を
聞
こ
う
卜
十
一
月
二
十
四
日
(
日
)
午
前
十
時
■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ー
十
一

月二十七日
(水
)午後二時

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
八
二
-
二
七
六
五

■
老
人
舞
踊
教
室
-
十
一
月
二
十
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
■
老
人
防
火
教
室
-
十
一
月
二
十
六
日
(
火
)
午
後
一
時
■
い
け
花
展

示
会
-
十
一
月
二
十
九
日
(
金
)
～
十
二
月
一
日
(
日
)
午
前
十
時
■
子
ど
も
映
画
会
―
十
二
月
一
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分

□
西
伊
興
児
童
館
　
八
九
七
―
六
九
四
八

■
子
ど
も
映
画
会
―
十
一
月
二
十
四
日
(
日
)
午
後
三
時
■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ー
十
二
月
一
日
(
日
)
午
後
二
時
■
紙
芝
居
卜
十
一

月
二
十
七
日
(
水
)
午
後
三
時
三
十
分
■
ピ
ア
ノ
練
習
日
I
十
】
月
二
十
九
日
(
金
)
午
前
十
時

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
九
匸
〒
三
四
ニ
ー

■
子
ど
も
映
画
会
-
十
一
月
三
十
日
(
土
)
午
後
二
時
■
レ
コ
ー
ド
を
聞
こ
う
I
十
一
月
二
十
七
日
(
水
)
午
後
三
時
■
老
人
映
画

会
―
十
一
月
二
十
四
日
(
日
)
午
後
一
時
■
舞
踊
練
習
日
-
十
一
月
二
十
七
日
(
水
)
午
前
十
時

□
教
育
セ
ン
タ
ー
　
八
五
〇
-
八
八
〇
一

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
投
影
-
毎
遍
木
曜
日―
午
後
六
時
三
十
分
毎
週
土
皿
日―
午
後
一
時
三
十
分
・
午
後
三
時
・
午
後
六
時
三
十
分

■レコ
ードコンサートト毎週木曜日午後六時

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
八
五
〇
上
一
六
一
七

■
成
人
映
画
会
―
十
二
月
四
日
(
水
)
午
前
十
時
■
職
員
と
老
人
の
懇
談
会
-
十
一
月
二
十
二
日
(
金
)
午
後
二
時
■
子
ど
も
映
画

会
―
十
二
月
一
日
(
日
)
午
前
十
時
■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
―
十
一
月
三
十
日
(
土
)
午
後
二
時

〔申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、
直
接
各
施
設
の
事
務
室
へ
〕

□
第
三
工
事
事
務
所
が

十一
月二十日に移転

移
転
先
―
東
伊
具
町
已
番
地
の
三
、
電
話
―
八
九
七
―
〇
六
五
六
な
お
、
前
号
の
移
転
月
日
と
電
話
番
号
に
限
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お詑ぴいたし
ます
。

■区役所(教育委員会を含む) 882- 1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7105　西部福祉事務所897- 5011
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家

庭
火
災
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て

暖
房
器
具
の
点
検
を
!

冬の到来と共に
、何より
も心

配なの
が火災です
。恃に
、暖房器

兵の不始末や点検不
備による火

災か例年多く発生しています
。

そこで
。今回は家庭で一
般的

に使われる石油ストー
ブや
S気

コ
タツなどの暖房器具にス
ポッ

トをあててみました
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
は

ま
ず
安
全
な
場
所
に

家庭で
起こる火災の・うちで、

最も高い
割合を占めているのが

石
油スト
ー
ブの不
始末によるも

ので
す
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
使
用
す
る
前
に
必
ず
点
検
・
整
備
を
し
て
、
燃
え

や
す
い
も
の
が
な
い
安
全
な
場
所
に
置

くようにしましょう。

オムツやシャツなどを石油ス

トーブの上で乾かしている家庭

をよく見かけますが、非常に危

険ですので
、絶対にしないでく

ださい
。
また
、新しく石油ストーブを

購入する方は
。倒れて
も安全な

耐震自助消火装置付の
ものを實

・うこ
とをおすすめします
。

使いやすさがあだに

電
気
コ
タ
ツ
は
便
利
で
安
全
と
い
う
こ
と
で
広
く
各
家
庭
で
便
わ
れ
て

いますが
、思わぬところで火災

のもとになります
。

安全装置の付いているもので

も
、古くなると作動が不良とな

り
、長時間つけておくと燃え出

すおそれがあります
。使用中温

度の調節が自助的に出来ないも

のは
I気傴で点検をしてもらい

ましょう
。

長時間コ
タツから雁れるとき

は
、必ずコンセントを抜き、フ

トンの片側を持ち上げておくと

洌し忘れがなく安全です
。

もし一
気コタツか燃え出した

ら
、即座に一
靡を切りフトンの

上から直接水をかけると火は消

えます
。ガスの点検を

都
市
ガ
ス
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
熱
t
も
高
く
大
変
便
利
な
燃
料
で
す

が
、取扱いを誤まると火災や爆

発・
中毒な
ど大きな事故の
もと

になり
ます
。

バーナーやゴム管などは
、時

々
点検し
、そうじをしたり不良

なものは取り魯えるようにしま

し
ょう
。

冬は
、畏
時間ストーブ
(石油

やガス
)を便用しますので
、筋

腫
Q跚気かどうして
も汚れ勝ち

に
なります
。換気には常に
気を

配
るようにして
ください
。

◎
消
防
の
ご
相
談
は

▽
千
住
消
防
署
予
防
課
一
(
　
八
八
二
―
〇
一
一
九
ご

▽
西
新
井
消
防
署
予
防
課
一
(
　
八
八
六
―
四
一
八
七
七
)

―
防
災
訓
練
実
施
の
町
会
へ
―

消
火
器
用
薬
剤
を

区
で
一
部
負
担

火災シーズンを迎えて
、区で

は町ぐるみの防災訓
練をすすめ

るとともに
、初期消火訓練に使

う消火器の薬剤を一
都負担して

います
。こ
の機会に
ぜひ
、各町

会・
自冶会ごとに馴練を実施し

初期消火の方法について
も再
検

肘して
ください
。

防災馴練・
薬剤詰め替えの問

い合わせは
、区役所防災課へ
。

足
立の
史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
5
9
)

―
―
旧
梅
田
村
か
い
わ
い
　
そ
の
五
―
―

勝
山
準
四
郎

明王院から旧
遭に戻り
、石不動から又
北

に
進んで
みよう
。話は
ずれるか
、この旧
道

の右側をすっと
流れて
いる水
路が
、千住堀

の本流で
ある
。今はぐんと深
く興り下
げら

れ
、菱もかけられて
歩週になってい
るので
、

昔の姿はわからない
。かつては千僅地内の

耕地を潅漑する大切な用
水て
あった
。

つ
いで
に水路を
追ってみると
、川田
橋の

処から
荒川を横切り
、千佳大川町氷川
神社

前で中居堀となり
、やがて区
役所前を流れ

て
牛田圦から隅田川に
落らて
いたものであ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

今は
どこ
もここ
も暗渠になり
、昔からの

通路との区別
もつ
かなくなって
しまった
。

この梅田
地先の千住堀も用水の
便命は全

く終り
、完全な排水路として川田
橋排水場

につ
ながって
いるの
が現状で
ある
。

さて石不助から北へ
百メートル程で
、十

字路がある
。右手の
道は
、旧
遭を走る東武

バスの迂回
路となっていて
、この辻
が梅田

六丁
目の
バス停になって
いる
。ここから左

手西の万に入ってみると
、道巾もせまいし

少々
曲り
くねってい
るが
、村では王子
道と

呼
ばれる古道で
ある
。今は商店も立並び蕨

やかな通りになってい
るが
。その晋から村

にとって
は大事な道路で
あっ
た
。

こ
の
道
を
し
ば
ら
く
進
む
と
、
右
手
に
神
明
神
社
が
あ
る
。
玉
垣
や
石
の
鳥
居
は
ま
斯
し
く
立
派

で
あ
る
。
鳥
居
横
の
標
柱
に
は
[
祭
神
天
照
皇
大
神
。
当
社
は
天
保
年
間
憂
岡
の
志
士
井
上
正
鉄
神

主をせし霊場なり
」と刻まれている
。

鳥居の奥には小ちんまりとし
た社殿があ

る
。慶長年間の
創建と伝えられるから古い

お宮である
。しかし
何と酋って
も当社は
、

楔
(みそき
)教祖井上正鉄
(まさかね
)の

関係で
有名で
ある
。正歛については
、鳥居

の
後
に
、
彼
の
五
十
年
忌
に
当
る
明
治
三
十
一
年
に
憂
て
ら
れ
た
配
念
碑
が
あ
る
。
題
額
は
白
川
子

爵
撰
文
は
徳
川
篤
敬
侯
爵
。
筆
者
は
当
時
の
名
手
金
井
之
恭
で
あ
る
。
碑
文
に
よ
る
と
正
教
は
。
館

林
藩
士
安
藤
真
教
の
次
男
と
し
て
、
寛
政
二
年
　
(
一
七
九
〇
)
江
戸
璢
邸
で
誕
生
し
て
い
る
。
幼

く
し
て
今
冶
藩
士
一
田
家
に
養
わ
れ
た
が
、
文
化
五
年
(
一
八
〇
五
)
井
上
と
改
姓
し
た
。
父
真
鉄

も
神
道
を
き
わ
め
た
陰
徳
の
士
で
あ
っ
た
と
言
う

が
、
正
鉄
も
こ
の
父
の
S
化
も
あ
り
、
又
そ
の
す
す
め
も
あ
っ
て
十
九
歳
に
し
て
「
諸
国
勉
掌
の
旅

に
出
た
と
言
う
。
長
じ
て
天
保
五
年
(
一
八
三
四
)
京
都
神
柢
伯
白
川
資
延
か
ら
神
道
の
奥
義
を
授
け

ら
れ
、
初
め
て
楔
教
を
開
い
た
と
の
事
。
教
え
に
従
う
者
、
時
の
老
中
松
平
乗
寛
以
下
敷
百
人
に
及

ぷ
と
あ
る
か
ら
大
変
な
も
の
で
あ
る
。
天
保
十
一
年
こ
の
社
の
褐
官
に
な
り
、
こ
の
地
に
居
住
し
た
。

以
来
こ
の
神
明
社
に
門
人
・
信
徒
か
参
集
し
た
ば
か
り
か
、
一
方
貫
者
病
疾
者
の
救
済
に
も
当
っ
た

と
言
う
か
ら
、
こ
の
お
官
の
辺
は
連
日
人
の
群
れ
が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
幕
府
は
、
信
徒
の
結
集
を
お
そ
れ
て
か
、
「
興
言
衆
を
惑
す
」
と
し
て
投
獄
し
、
天
保
十
四
年
三

宅
鳥
へ
流
罪
に
処
し
て
し
ま
っ
た
。
在
鳥
七
年
、
嘉
永
二
年
(
I
八
四
九
)
鳥
で
病
没
。
六
十
歳
で

あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
(
つ
づ
く
)

町正
前号の文中「十一
代家慶
」とある

のは十二代の限まりでした
。

梅田神明神社

〈
交
通
災
害
共
済
〉

一
家
そ
ろ
っ
て

加
入
し
よ
う

交通募故は昭和四
十四・
五年を

ピークに減少の傾向を示してい
ま

すが
、絶滅にはいたりません
。

今なお
、毎日不幸な事故
が繰り

返され
、多数の人が
、つらい
。悲

しい思いをしています
。

「自分だけは大丈夫
」と考えて

いるス
キに
、交通事故はあなたを

襲うかも知れません
。

「
交通災客共済
」制度は「
不
幸

にして
事故にあい
、ケ
ガや死
亡し

たときに
、お見舞金を贈る相互扶

助の
制度で
、実施以来
、膺六年に

なります
。

発足以
来
、区内で二
六八〇人
(う

ち死
亡事故七七名
)見舞金は
、一

億六〇四万円
に達しました
。

あなたも
、いつ
被害者になるか

も知れません
。安い掛金の
妥
通

災害共き
に一
家そろって加入し

まし
ょう
。

▽掛
金は
赤ちゃんからお年より

まで
、一
人一
牢年三百円で
す
。

▽見舞金は
事故の
程度により
、

二千円から最高六十万円
(死
亡

事故
)が贈られます
。

▽加入方法は
区役所
、第二庁
舎
、

出彊所に置いて
ある自助発行機

に三百円を投入し
、出て来た力
-

ドに住所氏名
、生年月日を記

入の上半券を発行機に投入すれ
ば
O
Kです
。

▽
お近くの
銀行
、信用
金庫
、農協

で加入
するときは
、窓口の用
紙

に住所
、氏名
。生年月日を記入

し
(連名で加入で
きます
)窓口

で
人数分の加入料
をお払い
くだ

さい
。この鳩合
、翌日の午前○

時から有効となり
ます
。

年末調整の説明会

年末調整の
時期になりました
。

足立・
西新井の両
税
務一
と区で

は
、昭和四十
九年分給与所碍の年

末調塵
、住民税給与支払報告一
等

の
提出について説明会を次のとお

り行ないます
。区内事奨所
、会社

等の給与取扱闘係の万は
、ぜひ
ご

出席ください
。

時間はい
ずれも午後一
時三十分

から
。

た
ば
こ
は
区
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

昨年度は
10億2千万円たばこ消費税
が区にはいりました

今年度は1本に付78銭が区にはいります

町ぐるみでネズミ退治を

ネ
ズミ
は食物を食い荒らしたり

病源薗を運んで
くるなど
、放って

おくことがで
きません
。区では来

年三月まで
をネ
ズミ
駆除期間とし

て
、各地区で駆
除の実技指導や講

習会を開くほ
か
、衛生班を編成し

ネズミ
撲滅作峨を展開します
。

ご家庭で
もネズミ退
治にご協力

ください
。

ネズミの退冶法

〇
ネ
ズ
ミ
の
生
態
や
習
性
を
よ
く
知
り
そ
の
裏
&
』
か
い
て
弱
点
を
つ
く

○ネズミの出入口
、穴をふさぐ

○エサになるもの
はしっ
かり容器

にしまって
おく

なおネズミは行動範囲
が広いた

め
、町
ぐるみで
駆除を行なうこ
と

が効果的で
す
。

駆
除
方
法
・
講
習
会
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
衛
生
係
へ
ど
う

ぞ
。野球チームの

登録更新を

区
教育委員会では
、野球の
好き

な区民のみなさんに区営運助場を

優先的
に利用で
きるよう野球チ
ー

ムの
登録制を行なっています
。

しかし
、有効期限か本年十二月

で終わりますので
来年分の
登録を

新たにしてくださるよ・つお知
らせ

いたし
ます
。

受付
-十二月五日
(木
)から

資格
-区民及び区内在勤者で
構成

している野球チー
ム

登録方法
-チー
ムの代表者が体育

諌そ
なえつけの用紙に必要
事項

を妃入して受付へ

※
登録してい
ないチー
ムは、
使用

申込み
がで
きなくなります。

登録・
問い
合わせ先
-区
教育委員

会体育課へ

掲
示
板

■区民フォ
ーク

ダンスのタベ

初心者を歓迎し
ます
。お気軽

においで
ください
。

日
時一
十一
月二十八日
(木
)午

後六時三十分

会場匚
区立千
寿第三小学校体育

暄費用
-無科

連絡先
1足立区フォー
ク
ダンス

連盟
　八八一
-九〇六五

■
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

次のとおり
、第三
回合唱コン

クールを開催しますので
、ぜひ

お出かけください
。

日
時
1
十
一
月
三
十
日
(
土
)
午
後
―
時

場
所
―
文
化
会
館
(
東
武
梅
鳥
駅
下
車
徒
歩
十
五
分

部門
-小
学生
、中学生
、高校・

一
般

※ただし
、コ
ンクー
ル参加の
募

集は締切りました。

■スキー教室

期
間
―
十
二
月
三
十
一
日
～
昭
和
五
十
年
一
月
四
日

場所
1妙
高池の平スキー場

会
費
一
二
万
一
千
円
(
・
バ
ス
代
・
旅
行
傷
害
保
険
・
三
泊
八
食
含
ひ
)

定
員
一
七
十
名

申
込
み
締
切
一
十
二
月
十
五
日

申込み・
問い合わせ先
1堀内僅

冶
(千庄官元町一
五一
九
八

八二
-七七八九
)方へ

■
消費者展を開催

区と消費者友の会で
は
、次の

ように消費者展を
M催し
ますの

で
、せひ
ご覧ください
。

開
催
月
日
-
十
二
月
六
日
(
金
)
～
七
日
(
土
)

場
所
―
産
業
振
興
館

くわしくは
、消費者センター

八七
C
-―三〇一
へ

■
経
済
講
演
会

日
時
I
十
一
月
二
十
六
日
(
火
)
午
後
二
時
～
三
時
三
十
分

場所―区産巣振興館公会堂

演
題
―
こ
れ
か
ら
の
中
小
企
業
問
皿

講
師
-
評
鑰
家
藤
原
弘
達
氏

聴
講
料
-
無
料

申込方法
-官製ハ
ガキに講演会

の名称
、闘催月日
、住所
、社

名
、氏名
、一
話番号をご記入

のうえ
、東京
商工
会議所足立

支都
(千
住仲町五
七田中
ビル

三階
　八
八二
j九二〇〇
)へ

お申込み
ください
。

■
愛
の
献
血
を

皆さんの
ご協力により
、たく

さんの
尊い生命が救われてい
ま

す
。お助めやお賈
物の帰りなど

にお立寄りのうえ
、ぜひご協力

ください
。

な
お
、
十
一
月
の
献
血
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽二十日
(水
)竹の
塚駅東口

▽二十六日
(火
)五反野小学校

▽二十七日
(水
)鹿浜小
学校

▽三十日
(土
)北千住駅西口

時
間
は
、
午
肘
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
(
昼
食
休
憩
時
間
・
・
・
午
前
十

一
時
三
十
分
～
午
後
○
時
三
十
分
)

■国保の豆知識

国
保
と
健
保
の

二
重
加
入
は
で
き
ま
せ
ん

国民健康保険は
、職場の名一

健東保険に加入してい
ない方の

ために
、国民眥保険の
考えにも

とづいて
もうけられてい
る制度

です
。

したがって
、次にあてはまる

方は加入で
きません
。

職場の
健康保険・
日雇健康保

険・
船員保険・
各租共済組合

・
国民
健康保険組合に加入し

ている方
もし右の健康保険に加入し
な

がら国保にも加入
(二重加入
)

してい
る方は
、すぐに国保をや

める手
続きをしてい
ただかなけ

れ
ばなり
ません
。

くわしくは
、区
役所飼保課賢

格賦課係へ
どうぞ
。

■職業適正相談所

をご利用ください

どのような畷錫を遇んだらよ

いか
、いまの仕事がどうもあわ

ないなどの悩み
をお持
ち
の
方

は
、一
度お寄りください
。専門

の職輿
が
、科学的に検重し
、相

談に応じ
ます
。

検査日・
相談日
休日を除く毎

日
(土曜日は午前中
)

対象
十五歳以上の方

くわしくは
、東京都職業適正

相談所
(
　八匸
-二三
Ξ
)

へ
どうぞ
。

■
相
談
室
の
ご
案
内

全国動労
青少年会館サンブラ

ザ
(国一
中野駅前
)の相談室で

は
、職業
、結婚
、健康
、法律そ

の他一
般問題につ
いて
。総合的
、

専門的な相
談を
行なって
い
ま

す
。お気軽にどう弋

相談日
時
-毎日正午から午後七

時三十
分
ま
で
(ただし
、日

瑠・
祝日は午後五時まで
)

費用匚無料
簡単な問題について
は
、手
紙

や一
話で
も相談に応じます
。

問い合わせ先
1全国助労青少年

会館サンプラ
ザ・
相駁室
(〒

一
六四中野区中野四
-一
-一

三八八一
一一
五一
内線五一

二
)

■パートタイマー
講習会

日
時
-十一
月二十九日
(金
)午

後一
時三十分

場所
-区産業振興館
(区役所隣
)

内容
-職業相談
、紹介等・

間い合わせ先
-足立職業安定所

六二
〇上元
八一

■年金被保険者

住宅資金融資

受
付
期
間
-
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
二
十
七
日
～
五
十
年
二
月
十
五
日

受付場所
-一住宅金融公庫業務

取吸
店一
と衷示し
た金融機関

融資を受けられる方
-現に厚
生

年金保険
、船皿
保険
、国民年

金の
被保険者で
、被保険者期

聞か五
年以上ある方

融
資
額
卜
国
民
年
金
の
敏
保
険
者
の
方
は
五
十
万
円
ま
で
。
厚
生
年
南

保険
、船員保険の岐保険者の

方は三百五十万円
まで
。

利
率
卜
年
七
・
四
五
%

くわしくは
、住宅金融公
庫奮

京支所
(文京区
後楽一丁目四羞

一
〇号
　八
Iニ
ー一一一一
)へ

■
警察署の
管轄区域が変更

警察署の管轄区域か次のとお

り変更されまし
た
。

西
新
井
脣
か
ら
綾
順
一
へ
-
足
立
一
・
四
丁
目
、
中
央
本
町
一
・
二
丁
目

綾瀬暑から西
斬井署へ
I梅鳥一

・
二丁目
、栗原二丁
目
、鳥根

一・
二・
四丁目
、六月一・
二

・
三丁
目

■申告所得税・個人事業税(第2期分)の納期限は11月30日です S・TN・K214, 000


